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鉄心 

防振ゴム固定ボルト 

Ｕナット 

座金 

防振ゴム 

据付ベース 耐震金具 

オプション

ダイヤル温度計 

基礎ボルト

高圧端子カバー

透明ですので端子とリード線との接
続状態が監視できます。ケーブル配
線後でもワンタッチで端子に装着で
きます。  

■電気設備の技術基準の解釈（電技解釈）第24条により、高圧電路又は特別高圧と低圧電路を
結合する変圧器には、低圧側の中性点（300V以下の場合において低圧側の中性点に施し難い
ときは低圧側の１端子）にＢ種接地工事を施すことが義務づけられていますが、これらを施しがた
い場合は、変圧器を混触防止板付きとする必要があります。
■混触防止板は、高圧又は特別高圧巻線と低圧巻線の間に設けた金属製の接地銅板で、高圧又
は特別高圧側で事故や急峻なサージ電圧により絶縁が損なわれた場合、低圧側に波及する前に
地絡させ、低圧側の機器を高圧又は特別高圧から守るためのものです。
■電技解釈第24条により混触防止板にＢ種接地工事、同第29条により変圧器の外箱（外箱が無
い場合は鉄心）にA種接地工事を施すことが義務づけられています。
 混触防止板は、右図のように各相から端子を一括して鉄心締付金具（鉄心と電気的に接続）に接
続していますので、変圧器の外箱（外箱が無い場合は鉄心締付金具）には、B種及びA種を満足
する接地工事を施してください。

高圧側端子 

高圧端子カバー 

 

 
●形状は質量によって異なりますので、詳細は外形図でご確認ください。

混触防止板 

透明ですので端子とリード線
との接続状態が監視できます。

●1000kVA以下 ●1000kVA超過

●上記以外の構造もありますので、詳細は外形図でご確認ください。

●移動の際は引き穴をご利用ください。
●上記以外の構造もありますので、詳細は外形図をご覧ください。
●全装輸送になります。（防振ゴム付耐震平車輪も含む）

防振ゴム（耐震ストッパー付）

防振ゴム付の変圧器の端子変位量を大幅に低減します。 実地震波による加震試験では、変圧器の
端子変位量は50㎜以下となりました。※1

シミュレーション試験の結果であり、全ての地震を保証するものではありません。
シミュレーションは芳賀波（東北地方太平洋沖地震）75％を採用しています。

※1

加震試験

耐震平車輪 

 

減震装置

■温度計外形・寸法 

■温度計仕様 

■温度計取付位置例

●警報接点指針の出荷時設定値
　低圧コイル表面温度測定の場合：130℃
　コイル間空気温度測定の場合：100℃

※写真は本体取付  
 （別置の場合はダイヤル温度計取付座(金具)を付属しません）  

目 盛 範 囲：0～200℃　最小目盛　5℃
警報接点装置：上限1接点　内部調節
            定格　AC100V   0.4A（抵抗負荷）
                    DC100V 0.02A（抵抗負荷）
最 高 指 針：外部調整式(透明板付中心の調整用
                   ツマミをマイナスドライバーで回す)
導 管 長 さ：3.0m～4.0m(外形図面でご確認ください。)
型           式：Ｍ４型    
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警報接点指針（赤） 

温度指針（黒）  

最高指針
（オレンジレッド）  
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絶縁 
混触防止板 

絶縁 

●高圧電路又は15000V以下の特別高圧電路（電技解釈 第108条より）と低圧電路を結合する変圧器において、特にご指
　定が無い場合は鉄心締付金具に設けた接地端子へ接地工事を施してください（右図）。
　また、混触防止板に対するB種接地工事の接地線は、JIS C 4620や内線規程に定める太さである必要はございません（A
　種接地工事と同等の直径2.6mm以上の軟銅線でよい）。
●混触防止板を鉄心及び鉄心締付金具へ接続せずに専用端子へ引出すことも可能です。ご希望の場合はご指定ください。

減震装置
防振ゴム

減震金具

〔注型タイプ（単相75kVA以上・三相）〕 〔左記以外の機種〕

一次側 

二次側 
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取付方法は変圧器本体への取
付(本体取付)、盤側への取付(別
置)のいずれかをご指定下さい。 
本体取付の場合は、A・B・C・
Dいずれの方向にも取付けが可
能です。(ご指定のない場合はC
方向に取付けます)  

容　量
（kVA）

10～200,300
（単相及び三相50Hz）
300（三相60Hz）
500～1000

寸法（mm）
D

φ12

φ16

L1 L2

200

250

S

32

40

50

63

JIS適用品 基礎ボルト寸法

容　量
（kVA）

10～200,300
（単相及び三相50Hz）
300（三相60Hz）
500～1000

寸法（mm）

JIS適用品 基礎穴寸法

A

160

180

B

200

240

寸法（mm）
S

57

D

φ20

L1 L2

250 60

JIS適用品 基礎ボルト寸法

寸法（mm）
A

180

B

330

JIS適用品 基礎穴寸法

●A-C方向移動 ●B-D方向移動

当社オリジナル仕様












